











Two cases of Mucoepidermoid Carcinoma




































































































































































































































































































報告年 報　告　者 部　　位 症例数 悪　性　度 処　　　　置 予　　　　後 経過観察期間
1 1976 大鐘ら剛 口　　蓋 1 低悪性型 摘　　出　　術 良　　　　好 3年
（膵臓癌にて死亡）
2 1979 小守らm 口　　蓋 1 grade　I
口　　蓋 15 grade　II 良好






3 1979 小林ら鋤 口　　蓋 1 低悪性型 摘　　出　　術 良　　　　好 1年
4 1980 梶山ら9） 口　　蓋 1 低悪性型 切　　除　　術 良　　　　好 9ヵ月
5 1981 水谷ら㈱ ロ　　蓋 1 低悪性型 切除術＋化学療法 良　　　　好 8ヵ月
6 1982 井上ら剛 口　　蓋 1 medium 上顎骨部分切除術 再　　　　発 2年
grade ＋化学療法
＋免疫療法
7 1984 自験例 ロ　　蓋 1 grade　l～III 摘　　出　　術 良　　　　好 7年
上顎洞 1 grade　m 上顎骨部分切除術 再　　　　発 2ヵ月
＋放射線療法
＋化学療法
学的に低悪性型の本腫瘍と診断された．症例2は，
強い異型性を示した扁平上皮様細胞が大部分を占
め，alcian　blueおよびPASの両者に陽性を示す
腺腔状ないし嚢胞状腔の形式は余り認められず，
その染色性も弱かった．電子顕微鏡的にも，トノ
ブaラメントによって特徴づけられる扁平上皮様
細胞および比較的未分化な型の中間細胞が主に認
められ，病理組織学的に高悪性型の本腫瘍と診断
された．なお自験例の腫瘍構成細胞の詳細な電子
顕微鏡的所見については，川上ら27）がすでに報告
した．
　さて，発生部位別に見た悪性度を検討するため
に，口蓋部あるいは上顎洞部に発生した本腫瘍に
ついて，本邦に於ける過去10年間の文献を渉猟し
た．その結果，口蓋部に発生した本腫瘍は，24例
中，低悪性型および中等度悪性型の症例が22例
（91％）を占め，比較的低悪性型のものが多いの
に対し，上顎洞部に発生した6例は，5例（83％）
が高悪性型であった（表1，図1），この集計結果
から，口蓋部に発生した本腫瘍は，低悪性型のも
のが多く，上顎洞部に発生したものは，高悪性型
のものが多いことが示唆された．これは，口蓋部
の発生母地は，組織学的に比較的悪性度の低い小
唾液腺由来のものがほとんどで，上顎洞部は顎骨
中心性のものも考えられるという差異に加え，上
顎洞部の解剖的特殊性から発見がおくれるという
ことも関与しているのかもしれない．小守ら13）も，
口蓋部に発生した本腫瘍では，1例も再発，転移
t
t
maxillary　sinus
’
O：低悪性型（grade　I）5例
O：　　　　〃　　　　　1例
●：高悪性型（grade　III）5例
●：　　　　〃　　　　　1例
▽：中悪性型（grade　II）5例
▽：　　　〃　　　　　　1例
図1：部位別にみた悪性度の集計
といった悪性経過例を認めなかったと報告してい
るが，Healeyら7）によれぽ，小唾液腺由来のもの
は悪性度が高いという全く逆の見解もあり，今後
の統計的観察の必要が考えられる．
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　本腫瘍の治療法は，一般的に悪性腫瘍の治療に
準じて行なわれるが，低悪性型では外科的療法が
よく用いられ28），高悪性型に対しては，化学療法，放
射線療法，外科的療法が試みられている1n・29｝．今
回渉猟し得た症例のうち処置について明確な記載
のあるものを集計した結果，口蓋部に発生した6
例の治療法は，腫瘍摘出術または腫瘍切除術のみ
を行ったもの4例，腫瘍切除術に化学療法を併用
したもの1例，中等度悪性型の1例は，上顎骨部
分切除術，化学療法，免疫療法の3者を併用して
いた．一方，上顎洞部に発生した本腫瘍は報告数
．が少なく，また処置について不明であるが，比較
的高悪性型が多いことから他の悪性腫瘍に準じた
治療法が選択されていると推測される（表1）．
　本腫瘍の予後，とくに再発率について病理組織
像との関係をみると，Healeyら7）は，腫瘍実質が
大きな胞巣状構造を示し，粘液産生細胞に富み細
胞の異型性が乏しい分化型で，なおかつ実質内に
腺腔状あるいは小嚢胞状構造の著明なGrade　I
では6％，腺腔状あるいは小嚢胞状構造を持たな
い分化型のGrade　IIでは19％，粘液産生細胞が少
なく異型性の明らかなGread　IIIでは78％の再発
率であったと報告している．また小守ら13）は，
Grade　Iの症例では再発例を認めないのに対し，
Grade　IIでは6％，　Grade　IIIでは21％に再発を認
めたと報告している．今回の著者らの集計から，
部位別の予後を検討すると，口蓋部に発生した24
例のうち23例（95％）が経過良好であり，中等度
悪性型の1例のみ術後2年にて全身転移をきたし
予後不良であった．これに対し，上顎洞部に発生
した報告例では，6例中3例（50％）が予後不良
であった（表1）．各症例で，病理組織像や処置に
違いはあっても，一般に口蓋部に発生した本腫瘍
の予後は良好なものが多く，上顎洞部に発生した
本腫瘍は悪性経過をとるものが多いといえる．
　これらの点から臨床所見，病理組織像を十分吟
味した上でそれぞれの症例に最も適した治療法を
選択すべきと考えられる．
結 語
　今回著者らは，ロ蓋部に発生した低悪性型の粘
表皮癌と上顎洞部に発生した高悪性型の粘表皮癌
を各1例経験したので，両者を臨床的および病理
組織学的に比較し，若干の文献的考察を加えた．
143
著者らの2症例を含め本邦に於ける過去10年間の
文献を渉猟した結果，口蓋部に発生した本腫瘍に
臨床的および病理組織学的に比較的低悪性型のも
のが多かったのに対し，上顎洞部に発生した本腫
瘍は，高悪性型のものが多かった．
　稿を終るに臨み，ご指導とこ校閲を賜った本学
ロ腔外科学第2講座　山岡　稔教授ならびに口
腔病理学教室　枝　重夫教授に感謝の意を表す
る．
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